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１．はじめに
「自分の部屋くらい自分で片づけたらどうなの」「テストが近いのだか
ら、しっかり勉強しなさい」「諦めがはやく、面倒くさがる自分の子ども
を見ているとイライライする」「もたもたしているのを見ると、つい口を
出したくなる」
気がつくと子どもにそのような言葉ばかり投げかけているという悩み相
談をよく受ける。
このような気持ちを抱いて子どもと向き合う親と接していると、共通点
が見えてくる。それは、親としての自分の期待や希望、思いなどを子ども
に伝えたいと強く願っているということである。
「どんな言い方をすれば、子どもが反発せずに親の気持ちをわかってく
れるだろうか」と多くの親が思い悩み、真剣に考えている。言葉で叱るだ
けでなく、褒めたり心を込めて説明したりするなど、一生懸命話しかけて
いる。しかし、親が自分の思いを伝えようとすればするほど、子どもとの
コミュニケーションはうまくいかないようだ。
どんな親も、子どもがいずれは一人前の大人になれるように導こうとす
る。だから、子どもに投げかける言葉の前提には、任せていては何もでき
ないわが子を「教育したい」「指導したい」「管理しないといけない」とい
う思いが心のどこかにある。わが子には間違ったことはさせたくないとい
つも思いながら接しているのであろう。
しかし、親にこのような思惑があると、逆にどんな言葉でも子どもは拒
絶したくなるものである。子どもに分かるように伝えようと心がけたとし
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ても、子どもは親の言葉の真意、すなわち、「子どもの現状に不満があり、
親の思うとおりに子どもを変えたい」という意図を見抜いてしまう。
人は本来、自分で考え、自らをよい方向に導いていく力を持っている。
一人ひとりの中には、「もっと成長したい」という自己実現欲求が備わっ
ている。子どもにも、この自己実現欲求が自然に働けば、自らよい存在に
なろうとする。親に１つ１つ指摘されなくても、そのときに必要なことを、
しっかり選択し、実行できる力を持っている。
こうした自己実現欲求は、生きていくための十分な活力がないと生まれ
てこない。たとえば、子どもがストレスフルな生活をしていたり、不安や
悲しみ、苦しみといったネガティブな感情を抱いていたりすると、正常に
機能しなくなる。
親の助言や叱咤激励は、子どもにとっては大きなストレスになることも
ある。自分の子どもをもっとよくしたい、力をつけてあげたいと親の考え
を押しつけることは、子どもが本来持っているはずである自分で考え、自
分で決め、自らを成長させる力を阻害することもありうる。
子どもたちは学校生活や友だちづきあいの中で様々なストレスを抱えて
いる。家庭は、そうした子どもたちが安心してくつろぎ、明日に向かうエ
ネルギーを養う大切な場であることを忘れてはいけない。
そうした場所で、親が教育的、指導的に関わったり、悪いことをしない
か目を光らせたり取り締まったりするような態度で接すれば、子どもは安
心して心を充電することができない。親はまずもって、評価したり指導し
たりすること抜きで、ただ子どもの話を受け止め、聴く、いや、“聴かせ
ていただく”ことが大切になってくる。こうした聴き方を「傾聴」という
が、一言で言えば、それは「相手の感情をそっくりそのまま受け止める」
ことだと考えればよい。
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２．親と子の心を近づけるコミュニケーションとは
ある父親が、「うちは子どもと進路についてじっくり話し合いをしてい
るから、まったく問題ありません」と言ってきたことがある。私は、「で
は、お父さんは息子さんがどんなテレビ番組を見たり、どんな音楽が好き
だったりといったことはご存知ですか」と尋ねた。すると、「そんなこと
に、どんな意味があるのか分からない。そういう話をしたことがない。そ
れが大切なことなのですか」と逆に聞き返された。
この父親は、進路の話など社会的に意味のある話をしていることで、子
どもとコミュニケーションをとり、心が通じ合っているものと考えていた。
しかし、この父親がしていたのは、互いの心を近づけるコミュニケーシ
ョンではなく、大人の一方的な目的だけでする親子の対話的かかわりなの
である。
いつまでに何をどのようにするのか。問題をどのように捉え、どう解決
するかという目的をもった親子の対話的なかかわりの先には結果があり、
結果が導き出す成果がある。つまり、こうした対話的なかかわりをしたこ
とで、このような結論に達し、実行した結果、こういう結果が出たという
道筋を求めることに終始してしまう。
こうした対話的なかかわりから、親子の互いの距離を近づけ、それぞれ
が普段言葉にできないような思いや考えを安心して言葉にすることができ
るだろうか。
こうした対話的かかわりは、成果を求めるから、余剰で、無駄で、意味
のないと思われる話を省く傾向にある。そのため、心の奥にあるものを何
かの拍子で素直にだせる隙間がない。
私たちがホッとする瞬間は、たとえば、仕事帰りに居酒屋に立ち寄った
とき、気の置けない友人の集まりなどでとりとめのない話をしているとき
ではないだろうか。隙間をもつことで、互いの心の中に入っていけるので
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ある。
しかし、親は子どもに対して、成果を求めるあまり、こうした隙間を与
えず、意味のある対話的かかわりに終始してしまうことがある。子どもの
立場からすれば、大人の意見や考えの押しつけにしか聞こえてこないので
ある。
子どもの知らない、難しい時事問題の話をされ「それでお前の意見はど
うなんだ」と問われているようなものである。こうしたかかわりでは、子
どもは安心も安らぎも感じることはできない。安心や安らぎが得られない
ということは、話をしている相手との心のふれあいやそこから生まれる絆、
信頼関係が築かれないということになる。
親が社会的に意味のあることばかり話し、子どもが話したいと思う話は
聞いてくれない。それならば、「話をしても無駄だ」という感情を子ども
に植えつけてしまう。さらに、「どうせ、こうさせたいという目的があっ
て言っているだけだから」と親の言葉を聞かなくなる。
まずは、成果を求めず、余剰で、無駄で、意味のないと思われる子ども
の話を“聴かせていただく”ことが、親子のコミュニケーションの原点で
あることを忘れないでほしい。
３．子どもの話を本当に聴いているか
「子どもの話を“聴く”ということは、子どもに助言したり指導したり
すること以上に子どもを支え、成長させることになる」という話をすると、
「親だから子どもの話は毎日聴いている」と嫌な顔をされることがよくあ
る。しかし、自分は本当に子どもの話を聴いている、聴かせていただいて
いるだろうか、と自己省察してほしい。案外、子どもの話を聴けていない
ということもある。
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（１）子どもの話を何気なく聞き流してしまう
子「あのねぇ、真美ちゃんが新しい手さげバック買ったんだよ。超かわい
いの」
親「ふーん、そうなんだ」（洗い物の手を休めずに）
子「こんなふうな形でね、アニメの……」（子どもは身振り手振りで一生
懸命説明する）
親「へぇ、真美ちゃんはいつもかわいいのを持っているのね」（親は子ど
もの手元も顔も見ない）
親は一生懸命話している子どもの顔も見ずに、適当に「うん、うん」と
相づちを打ち聞き流してしまう。忙しいときにこうした対応をすることが
ある。
子どもの相手をしているつもりでも、話をしている子どもは、「お母さ
んは上の空で、ちゃんと聞いてくれない」と敏感に察する。話が尻切れと
んぼになっていたり、諦めた子どもが別なことを始めたりしていても、親
は気づかないことすらある。
このようにアイコンタクトをとらない聞き方は、「相手の話に興味がな
い」態度である。子どもから見れば、話をしている自分自身に興味がない
のだという不信感を抱くようになる。
（２）親の聞きたい話だけを聞く
子「ねぇ、ママ。今日ね、学校ですごく面白い話があったの。あのねぇ、
……」
親「そうなの。それより今日も宿題があるんでしょ？終わったの」
子「終わったよ。それでねぇ……」
親「塾の宿題はできたの？」
子「まだだけど……」
親「ダメじゃない。先にやるべきことをやりなさいよ」
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これは子どもの話したいことには耳を貸さず、「自分の知りたいこと」
に関心を寄せている親の典型的な聞き方である。
子どもが夢中になっている話を遮り「その話はもういいから！テストは
どうだったの？教えて？」などと言ってしまう。
こうした親に限って、「うちの子は、学校のこと何も話してくれないん
です」と不満を漏らす。これは、子どもが話をしないのではなく、「親が
知りたいことを話してくれない」ことが親にとっての不満なのである。
こうした親は、子どもの話を聞くのではなく、子どもとの会話を楽しむ
のでもなく、子どもの話を遮り確認作業をしてしまうこともある。子ども
はこのような接し方をされると、「自分には関心を持ってもらう価値がな
い」と感じてしまう。親に「話を聴いてほしい」と思っていても、自信を
なくしてしまい、そのことを主張することすらできなくなってしまう。
（３）いつの間にか親が子どもに説教をしている
子「ちょっと聞いてよ。今週水曜日の時間割最悪なの。数学の後に英語が
２時間。頭がついていかないよ〜」
親「何を言ってるの。ついていくように勉強しなさいよ」
子「でも……」
親「前もって工夫すればいのよ。昨日だって……」
子「もういいよ。……どうせ私は愚図ですから！」
こうしたやり取りは、子どもの話を聴かずに親が説教を始めてしまう典
型的な例である。話の途中で「そのやり方はだめだと思う」「それは違う。
だいたいねぇ……」など、親が子どもの話を聴くのではなく、親が話をす
る立場に変わってしまっているのである。
子どもの話を聞くや否や叱ったり批判したり、話の本筋とは関係ないと
ころで注意されたりすると、子どもはもうこれ以上話をしても無駄だと話
す気持ちは失せてしまう。親は行動を叱責しているつもりでも、子どもは
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自分のことを否定されたように感じてしまい、予想以上のダメージを受け
てしまうのである。
（４）子どもは聴いてもらっている気持ちにならない
親子のカウンセリングをしていると、「子どもが話を聴いてくれない」
と悩む親の話をよく聞く。「食事のとき以外は、自分の部屋に入ってしま
い顔も見せてくれない」「中学入学後は“うんうん”とそっけない返事ば
かりで……」とため息まじりに悩みを打ち明ける。
これは、子どもの側の問題ではない。親が日ごろ、子どもの話を聴いて
いるつもりになっているからであり、実は心から子どもの話に耳を傾けて
いないことが起因している。本当の意味で、親が子どもの話を聴いていな
いため、子どもは聴いてもらったという満足感が得られないのである。
子どもは本来、いくつになっても自分の親に「話を聴いてほしい、自分
の気持ちを分かってほしい」という思いを抱いている。だから、子どもが
思春期になり話をしなくなるとか、顔を合わせることすら嫌がるようにな
ってしまっているとしたら、そのような原因を作ってしまった親の側に原
因があると考えた方がよい。
親は子どもの話を聴いているつもりでいても、耳で聞いているだけで、
実は心の声まで聴こうとしていないため、子どもの心の中には「話をする
気にならない」「何を言っても無駄だ」という諦めの気持ちが生まれてい
るのである。さらに深刻な状況になると、「親に話をすると傷つけられる
から、何も話をしたくない」と子どもは心を完全に閉ざしてしまう可能性
もある。
４．子どもの話はすべてを信じて聴いてみる
（１）心を透明にする
子どもの話を聴いているつもりにならず、しっかり受け止めて聴くため
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には、まずは子どもの話のすべてを信じる気持ちで聴く態度が必要となる。
ポイントは、聴く側の考えや判断、意見はひとまず脇に置き、真っ白な
頭の状態で子どもの話を“聴かせていただく”謙虚な姿勢（杉山，2014）1）
である。心を透明にするともいう。
カール・ロジャーズのクライエント中心療法では、クライエントへの無
条件の肯定と共感を重視し、カウンセラーからのアドバイスや指示、分析
を行なわないという立場をとる。ロジャーズは、相手の心が青いのに、自
分の心が赤だとしたら、混ざり合い別の色になってしまう。相手の心をそ
のまま感じとるには、まずは、自分の心を透明にすることが重要である
（佐治・飯長，2011）2）と説くのである。
このロジャーズの考え方が、傾聴の土台となるものである。聴き手が話
し手に対して完全に共感することを最優先し、アドバイスや指示、分析を
しないという立場である。アドバイスや指示をしたい、意見や批判も必要
であるという気持ちが聴く側に少しでもあると、相手への気持ちの共感度
に隙間ができてしまう。可能な限り聴く側の視点は取り除き、相手の感情
のみを優先させることが重要なポイントとなる。
（２）親の思いはいったん脇に置く
「子どもの話を真剣に聴こうとすればするほど、つい意見や小言を言い
たくなる」という気持ちも分からないわけではない。心を透明にして話を
聴くといっても、そう簡単にはできないだろう。
ポイントは、「〜してほしい」「〜してほしくない」という親の思いをい
ったん全部脇に置くことである。先入観も願望も持たず、こだわりのない
状態で子どもの話を“聴かせていただく”のである。
たとえば、「朝、学校で先生にあいさつをしなかったら、怒られたの」
と子どもが親に話してきたとする。親は、「先生に怒られたの？」「あいさ
つができないなんて、恥ずかしい」「ダメな子どもと周囲の人から思われ
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たらどうしよう」などの気持ちが沸き起こり、子どもを非難したくなる。
「先生に怒られるような子どもであってほしくない」「あいさつくらいでき
る子どもであってほしい」という親の思いが優先するからである。
「どうしてあいさつもできないの」と子どもを責めれば、親子のコミュ
ニケーションのテーマは、子どもの気持ちではなく、親の叱責になってし
まう。そうなると、子どもは「自分の気持ちを分かってくれない」と感じ、
「これ以上話をしても無駄だ」と思うに違いない。
だからこそ、「〜してほしい」「〜してほしくない」という親の思いはい
ったんすべて脇に置き、心をフラットな状態にする必要がある。
「学校では元気にあいさつのできる子どもでいてほしい」「先生には叱
られず、褒められる子どもになってほしい」という親の願望は「今、この
子が話をしたいこととは無関係」と思い切って断ち切る必要がある。
「朝、学校で先生にあいさつをしなかったら、怒られたの」と子どもが
親に話してきたとき、「そのときこの子はいったいどんな気持ちだったの
か」という子どもの気持ちや思いをできるだけ正確に感じとるように努め
るべきである。子どもは先生に叱られて、１日中落ち込んでいたのかもし
れない。「怒られた」という言葉の裏側にある子どもの本音に親は思いを
巡らす必要がある。
心を透明にして受け止めるとは、親は子どもに対する自分の願望や思い
に振り回されず、シンプルに子どもの話をただ“聴かせていただく”姿勢
をいうのである。
５．親の価値観を押しつけない
親の倫理観や価値観、道徳観に倣うことが子どもにとって最善とは限ら
ないということを心に留めておく必要がある。
子どもを取り巻く環境はひじょうに速いスピードで動いている。親世代
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が子どもだったころの「これが最善だ」という選択は今では通用しないほ
ど、子どもの周辺は様変わりしている。
ここ数年の子どもの環境の変化で最も大きなことは、社会がリアルに子
どもたちに覆いかぶさってくるという事実である。かつては、大人により
フィルターがかけられ、なんとなくぼんやりと感じていた世の中の動きが、
リアルタイムでＳＮＳなどを通じて直接子どもたちに流れ込んでくる。情
報量は膨大であり、これらすべてが子どもたちの間接体験として蓄積され
ていく。だから、子どもたちは親が想像する以上に、多くのことを知って
いるし疑似体験もしている。
加えて言うなら、社会的な成功、幸福な人生とは何なのか、という価値
観もめまぐるしく変化していることも否めない。子どもには、「大人の社
会ではそのようなことは通用しない」「進学や就職はこんな視点で選択す
ると上手くいく」など、自分が子どもだったころの価値観を押しつけたと
ころで、無理がある。親が自分の意見を言いたくなる気持ちも分からなく
もない。しかし、親世代の「こうすれば間違いない」という成功体験や理
想を当てはめても、現代の子どもにとってそれが正しいとは限らない。
このような価値観を押しつけられた子どもたちは、逆に、本当の気持ち
を親に言えなくなり、生きづらくなることもありえる。
自分の思い通りに子どもを変えようとすればするほど、子どもは反発す
ることがある。変えようとすればするほど変わらず、「変わらなくてもい
いよ」「今のままでいいんだよ」と伝えることで逆に子どもが変わること
もある。
６．子どもから「ウザイ」と言われたら、そこを受け止める
子どもが自分なりのペースを探しているときに、親が「こうすれば上手
くできるはず」と先回りして手出しをしたり口出ししたりすると、子どもに
とっては自分の判断やペースを乱す邪魔な存在に感じてしまうことがある。
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親としては子どものプラスになると信じて声かけしたり、先回りして世
話を焼いたりするが、子どもは「自分の成長を妨害する余計な手出し、口
出し」だと感じ、本能的に拒みたくなる。子どもは自己実現欲求が阻害さ
れたと感じてしまうのである。
親の愛情や熱意は、ともすると独りよがりになってしまう。愛情のつも
りでも、子どもにとっては余計なおせっかいとなり、子どものペースを乱
してしまうこともある。
「試験の結果はどうだったの？何かあれば話をしてね」と話しかけたら、
嫌そうな顔で黙られた。勉強で疲れているだろうと思い夜食を差し入れし
たら、「いちいちウザイ！」とキレられた。考えてみれば、誰でも自分の
ことは自分で判断したり、自分のペースで考えたりしたいものである。子
どもも同じで、自分のやり方で、自分のペースで生きたいのである。
だから、子どもから「ウザイ」と言われたら、そのときこそ、子どもの
声を受け止めるチャンスである。「ウザイ」という言葉の奥には、「自立を
邪魔しないでほしい」というメッセージが込められていると考えるべきで
ある。
７．１つの言葉でも、それが示す本音は多様である
たとえば、子どもが何かの行為に対して、「そんなのは嫌だ！」と拒否
したとする。「嫌だ」には、「絶対に嫌だ」以外にも、「やりたいと言うの
が恥ずかしい」「嫌いな人が一緒にいるから嫌だ」「これまで経験がないか
ら不安」「嫌と言ったら、周囲の人にどう思われるか」など様々な気持ち
が隠れている可能性がある。
子どものモヤモヤした後ろ向きの気持ちを聴かせていただくときは、そ
の言葉が示す本音を可能な限り正確に感じとり、子どもの本音にぴったり
とあう言葉を返してあげる必要がある。
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「何となく恥ずかしいんだね」「初めてのことだから不安なんだ」「どう
しても嫌なんだね」など感情に寄り添い、子どもは自分が言った言葉が示
す感情にしっくりくる言葉を返してもらうと、モヤモヤしていた気持ちが
整理され、心が落ち着くのである。臆病になっていた場合などは、気持ち
が軽くなり、心の充電があっという間に完了する。「もしかしたらやれる
かもしれない」と、尻込みしていた気持ちが変化するのである。
８．子どもの話を聴かせていただき親子の信頼関係を回復させる
「子どもの気持ちを丸ごと受け止め、子どもが満足するまで話を聴いて
あげてください」と私はよく親に提案をする。しかし、親は、「叱るべき
ときは叱り、やるべきことをさせるのも親の仕事だ」「子どもの言い分ば
かり聴いていては、収拾がつかなくなり不安だ」と抵抗され、素直に受け
入れられないことが多い。
しかし、親から説教されているときは、子どもの頭の中は「もう、これ
以上聞きたくない」「うるさい」など、ネガティブな気持ちに支配された
状態のため、子どもが本来持っている力を存分に発揮できる状態ではない。
人は本来、自分をよくしてくれたり高めてくれたりする情報を排除する
ことはない。どうして親の助言を素直に受け入れられないのだろうか。
たとえば、「部屋が片付いていないから、そろそろ片づけた方がいいよ」
と助言されても、すぐに片づける子、知らん顔してやらない子、自分の判
断でやる子など反応は様々である。
昨日は言われたとおりにすぐにできたが、今日は言われてもすぐにでき
ない、ということもある。
つまり、どんな子どもでもすぐに動かすことができる決定的な助言など
存在しない。
「片づけた方がいいよ」という親の言葉を、子どもは自分の心のフィル
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ターを通して聞いている。餌を与えられて動く動物とは異なり、人はどの
ような言葉をかけられたとしても、最後は自分自身の判断で行動を決する。
子どもの自我は、理性よりも先に感情が芽生えて成長していくといわれ
ている。小学生の段階では感情が圧倒的に優勢である。徐々に理論的思考
力は徐々に身につくものの、中学生まではまだまだ未熟な状態である。
親が理屈で迫っても、子どもの感情が受け入れられない言葉や助言は、
自我のフィルターを通り抜けることができない。だから、親が心を込めて
伝えたとしても、子どもには受け入れてもらえないのである。
親子だからこそ、子どものとの信頼関係を構築することこそが、親の心
を込めた助言が子どもの自我のフィルターを通り抜けるための大前提とな
る。
説教や助言をしたりされたりするだけの親子関係の中でしかコミュニケ
ーションがなされていないと、「この人が言うなら信用できる」「この人が
言うのであれば、しっかり受け止めたい」という濃密な人間関係は形成さ
れない。本当の意味での親子の信頼関係の構築は、相当難易度が高いと考
えた方がよい。
親は、子どもに対する自分の願いや思いを伝えることより、まずは子ど
もの心と言葉をしっかり受け止める必要がある。そうすることで、親子の
関係は大きく変化する可能性がある。
９．話を聴いてあげるだけで、子どもはさらに親のことを好きになる
カウンセリングをしていても分かることだが、聴いてもらった人は、聴
いてくれた人のことを好きになる。自分の本音を話すということは、聴い
てくれている人に心を許すということである。聴いてくれた相手は、その
人にとって身近な存在になる。当然、その人のそばにいると、安心し気持
ちも穏やかになる。つまり、親和効果がもたらされるのである。
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このことは他人同士の関係においてもいえるわけだから、子どもが親に
話を聴いてもらえるなら、親和効果は絶大なものになる。
子どもは、親子関係でどんなに理不尽な思いをしても、親の存在を無視
することはできない。いつでも、親に認めてもらいたい、理解してもらい
たい、自分の気持ちを受け止めてもらいたいと願っている。こうした気持
ちが叶わないと、親に対して攻撃的になる、無視をする、親をないがしろ
にするなど、感情とは裏返しの態度をとるのである。
親が叱っても、説教しても、心を込めて助言しても、振り向こうとしな
かった多くの子どもは、こういう状態に陥っていると考えてよい。
10．まとめ−親だからこそできること−
「子どもの気持の波が大きすぎて、不機嫌になると手がつけられない」、
「家では何も話してくれないから、何を考えているのかさっぱりわからな
い」、「性格ががらりと変わってしまったみたいで、どのように接したらよ
いのか分からない」。
こうした相談を特に思春期の子どもをもった親からよく受ける。しかし、
「子どもを何とかしたい」という気持ちがあるのなら、ここが正念場であ
る。
親が自分の子どもに対してできることは、きわめてシンプルである。こ
れは、日々、子どもに対して３つのメッセージを伝え続けることである。
「あなたは今のままで大丈夫だよ」という承認のメッセージ。「子ども
を見ていると、どうしても何かを言いたくなる」という気持ちはわかるが、
ここが我慢のしどころである。
そして、「今のままではダメ」ではなく、「あなたはきっとこれから先よ
くなるよ」という子どもへの期待のメッセージを送るようにしたい。「そ
のままではダメ」という考え方で子どもに接すると、子どもからすれば自
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分が認められていないということになる。
最後に、「あなたならきっとできるよ」という応援メッセージである。
「親が子どもの味方でいることや、子どもの目標に向かって応援すること
は当然で、わざわざ言葉にして言う必要はない」と思っているかもしれな
い。しかし、子どもに聞いてみると、「親に相談しても力になってくれな
い」「親に話すと面倒なことになる」などと思っている子どもも少なくな
い。
子どものことを応援している気持ちは、できるだけわかりやすい形で伝
えることが大切である。応援する気持ちは、子どもにとって「今の自分を
認めてくれて、将来に期待してくれている人」だからこそ伝わるというこ
とを、親は忘れてはならない。
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